
（記載例） 

様式第１号 

デザインコラボしずおか製品開発支援事業申請書 
 

平成２０年○月○○日   

 

 財団法人しずおか産業創造機構 

  理事長 神谷聰一郎 様 

 

所  在  地 〒***-**** 

 

企  業  名 株式会社○○○○製作所 

 

代表者職氏名  代表取締役 ○○○○   印 

 

平成20年度デザインコラボしずおか製品開発支援事業を受けたいので、下記のとお

り申請します。 

 

記 
 

 
業     種 木製雑貨製造 

資 本 金 
（千円） ○○，○○○千円 

 

主  要  製  品 インテリア小物 従 業 員 数 ○○名 

担 当 者 所 属 
職 ・ 氏 名 企画室 室長 ○○○○ 電 話 番 号 ○○○-○○○-○○○○ 

事

 

業

 

内

 

容 

開発デザイン名 現代のインテリアにマッチしたコンパクトな茶器セットのデ
ザイン開発 

予定製品名 『ティーポップ』 

製品化計画 

 

＊ 採 択 す

る 上 で の

重 要 な 判

断 材 料 と

な り ま す

ので、詳し

く 記 載 し

て下さい。 

自社ブランドの主力商品の確立と茶葉の消費拡大を図るため、都会の高

感度な女性に現代のインテリアに合わせた茶器セットによる、新しいお茶

の親しみ方を提案する。２年前から市場調査を実施し、少量サイズのセッ

トを企画している。 

開発製品は、都会のマンションで暮らす女性をターゲットとした現代の

インテリアに合ったポット、カップ、ケースの３点セット。リサイクル可

能で洋室に合う・・・素材を使用し・・・、ポットは・・・、カップは・

・・で、コンパクトに収納できる構造を考えている。インテリア性と保温

機能に優れ、持ち運びやすく・・・にも使いやすい製品にしたい。 

ファッション系のプロデューサー、インテリア系のデザイナ

ー、都内のデザイン雑貨店につながりのある流通アドバイザー

に協力をお願いしたい。製品、パッケージ、カタログを売り場

のイメージに合うデザインに統一して、都内の店舗などでデモ

ンストレーションしながら市場の反応をみて、デザインを修正

しながら量産体制と販売体制の確立を目指していく。 

     

（注）製品化計画欄が足りない場合は、Ａ４サイズ2枚以内（様式自由）を作成の上添付して下さい。 


